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≪み手のなかで≫

人生が計画・期待通り

にいかないとき

　ジョン・ギブソン

　
つ
い
こ
の
間
、
私
は
37
歳
に
な
り
ま
し
た
。

37
年
間
の
人
生
経
験
は
ま
だ
浅
い
と
思
う
方
が

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
の
人
生
を
ま

と
め
て
み
る
と
確
実
に
い
え
る
こ
と
は
２
つ
あ

り
ま
す
。
①
人
生
は
い
つ
も
計

画
・
期
待
通
り
に
展
開
し
な

い
。
②
計
画
・
期
待
通
り
で
は

な
い
こ
と
は
、
む
し
ろ
い
い
こ

と
で
あ
る
。

　
夢
を
持
っ
て
、
高
い
目
標
を

目
指
す
こ
と
は
本
来
と
て
も
い

い
こ
と
で
す
。
動
機
付
け
は
神

様
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
神
様
の
御

業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
目
指
し
て
い
た
目
標

が
計
画
・
期
待
通
り
に
行
わ
れ

ず
、
悔
し
く
、
が
っ
か
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
代
表
的
な
例
を
言
っ
て
み
る
と
、
「
あ
る

大
学
に
ど
う
し
て
も
入
り
た
か
っ
た
が
、
入
れ

な
か
っ
た
」
も
し
く
は
「
あ
る
会
社
に
ど
う
し

て
も
入
り
た
か
っ
た
が
、
入
れ
な
か
っ
た
」
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
悔
し
い
け
れ
ど
私
の
計
画
通
り
に
い
か
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
神
様
の
計
画
に
入
っ
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
よ
く
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
む
し
ろ
計
画

通
り
に
い
か
な
い
か
ら
こ
そ
神
様
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
恵
み
を
与
え
ら
れ
ま
す
。
私
は

「
ど
う
し
て
も
入
り
た
い
大
学
」
に
入
学

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
妻
に

出
会
っ
て
、
神
楽
坂
に
住
む
こ
と
に
な
っ

て
、
牛
込
聖
公
会
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会
に
通

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
人
生
も
き
っ
と
計
画
通
り
に
い

か
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
が
っ
か
り
す
る
前
に
神
様
の
計
画

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
謝
す
る
よ
う
に
し

ま
す
。

　
　
　

　
　

（
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会
信
徒
）
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２１（日）大斎節第５主日
外濠Ｇ教会協議会
山手Ｇ教会協議会
環状Ｇ教会協議会
多摩Ｇ教会協議会

２２(月・休）第111（定期）
教区会

２３（火）銀座朝祷会
２４（水）教役者聖餐式
２５（木）主教選挙特別委員会
２６（金）山手Ｇ牧師協議会

正義と平和協議会運
営委員会

２８（日）復活前主日
合同堅信式

　　　　　　　　　　（主教座）
城南Ｇ教会協議会
下町Ｇ教会協議会

４月
　１（木）聖木曜日礼拝

　　　　（主教座）
　２（金）受苦日礼拝　　（同）
　３（土）聖土曜日礼拝　（同）

今週・来週 の 予 定

　３月２１日～４月３日

《
奉
献
先
か
ら
》

　
キ
ッ
ド
ス
ク
ー
ル

　
昨
年
度
30
周
年
を
迎
え
、
こ
の
３

月
で
３
４
４
人
の
卒
園
児
を
送
り
出

し
ま
す
。
深
川
の
地
で
地
域
に
奉
仕

す
る
活
動
を
続
け
て
き
た
聖
救
主
教

会
の
一
つ
の
施
設
と
し
て
始
ま
っ
た

キ
ッ
ド
ス
ク
ー
ル
は
、
今
ま
で
の
幼

児
施
設
の
枠
を
こ
え
理
想
の
幼
児
教

育
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
与
え
る
教

育
で
は
な
く
、
自
ら
や
り
た
い
こ
と

を
す
る
。
楽
し
ま
せ
る
の
で
は
な

く
、
自
ら
楽
し
む
場
所
で
す
。
子
ど

も
主
体
の
異
年
齢
縦
割
り
の
環
境
の

中
で
新
入
園
児
は
先
輩
達
の
様
子
を

自
ら
吸
収
し
、
先
輩
達
は
知
っ
て
い

る
こ
と
を
知
ら
な
い
子
に
伝
え
る
喜

び
を
感
じ
取
っ
て
い
き
ま
す
。
関
係

す
る
大
人
達
は
、
子
ど
も
の
事
を
知

る
過
程
で
神
様
に
出
会
い
、
そ
の
ま

ま
を
受
け
入
れ
る
大
切
さ
を
味
わ
う

の
で
す
。   

　
（
主
任
　
宮
本
恭
子
）

　◆ 

と
こ
し
え
の
平
安

２
月
25
日
　
加
福
も
と
ゑ
（
88
）

聖
マ
ル
コ

２
月
28
日
　
小
倉
　
文
子
（
99
）
　

聖
パ
ウ
ロ

　
▽
一
羊
会
の
集
ま
り(

人
権
を
守
る

た
め
の
対
話)｢

死
刑
廃
止
と
宗
教
者

の
役
割
‐
赦
し
・
償
い
・
和
解｣

。
講

師
＝
柴
田
幸
範
（
カ
ト
リ
ッ
ク
・
イ

エ
ズ
ス
会｢

死
刑
を
止
め
よ
う｣

宗
教

者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局)

。
27
日

(

土)

10
時
半
。
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会
。

席
上
献
金
。
照
会
℡
０
４
２(

３
９

３)

２
２
５
６
世
話
人
森
田
麻
里
子
。

【
大
斎
節
公
開
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
６

　
▽
棕
櫚
の
十
字
架
作
り
　
・
26
日

(

金)

聖
マ
リ
ア
午
後
、
聖
マ
ー
ガ
レ

ッ
ト
13
時
　
・
27
日
（
土
）
清
瀬
聖

母
10
時
、
聖
マ
ル
コ
13
時
。

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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春
の
教
区
会
明
日
開
催
　

　
第
１
１
１(

定
期)

教
区
会
は
22
日

(

月
・
休)
９
時
、
聖
餐
式(

主
教
座
聖

堂
）
を
も
っ
て
開
催
さ
れ
る
。
今
教

区
会(

聖
ア
ン
デ
レ
ホ
ー
ル)

で
は
、

昨
年
度
の
諸
活
動
報
告
を
中
心
に
進

め
ら
れ
、
09
年
度
教
区
会
計
決
算
承

認
と
常
置
委
員
選
挙
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
今
回
は
東
京
教
区
主
教
選
挙

を
覚
え
て
祈
る
件
が
、
東
京
教
区
主

教
選
挙
特
別
委
員
会
か
ら
提
案
さ
れ

て
い
る
。

◇ 

社
会
福
祉
法
人
ひ
か
り
の
子
　

　
２
月
24
日
付
で
、
東
京
都
知
事
よ
り

設
立
認
可
書
の
交
付
を
受
け
、
２
月
26

日
の
第
１
回
理
事
会
に
お
い
て
神
﨑
雄

二
司
祭
が
理
事
長
に
就
任
さ
れ
た
。
保

育
園
設
置
者
・
東
京
教
区
は
同
法
人
へ

保
育
事
業
を
譲
渡
し
、
新
園
舎
用
に
土

地
を
無
償
貸
与
す
る
。
仮
園
舎
移
転

(

本
年
５
月
連
休
中)

を
機
に
、
社
会
福

祉
法
人
ひ
か
り
の
子
月
島
聖
ル
カ
保
育

園
と
し
て
、
保
育
が
開
始
さ
れ
る
。
新

園
舎(

３
階
建)

の
完
成
は
来
年
３
月

末
。
３
階
は
月
島
聖
公
会
念
願
の
礼
拝

堂
と
な
る
。
　

　
▽ 

カ
パ
テ
ィ
ラ
ン
の
フ
ェ
ス
タ
開

催
　
在
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
方
々
と
の

交
流
と
活
動
資
金
調
達
の
た
め(

５
月

22
日
（
土
）
11
～
15
時
、
聖
ア
ン
デ

レ
主
教
座
聖
堂
・
ホ
ー
ル)

。
現
在
、

出
店
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
パ
フ
ォ

ー
マ
ー
・
参
加
者
な
ど
を
募
集
中
。

詳
細
照
会
＝
同
事
務
所
℡
03
（
３
４

３
２
）
６
４
４
９
。

【
大
斎
節
公
開
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
５

　
▽
聖
十
字
教
会
＝
復
活
前
主
日
前

夕
十
字
架
の
道
行
き
の
黙
想
。
27
日

(

土)

19
時
。
　
▽
聖
パ
ウ
ロ
教
会
＝

黙
想
会(

テ
ゼ) 

28
日(

日)

13
時
半
。

《
今
、
こ
の
教
会
で
は･

･･

》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
白
聖
公
会

　
「
ど
う
し
た
ら
教
会
に
信
徒
が
増

え
る
の
だ
ろ
う
か
」
「
新
し
い
方
に

ま
た
来
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
？
」

こ
の
よ
う
な
課
題
の
も
と
ア
ッ
シ
ャ

ー
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
、
初
め
て
教

会
に
来
た
方
や
結
婚
式
を
挙
げ
た
方

々
を
お
招
き
し
て
「
祈
り
と
食
卓
を

囲
む
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
祈
り

の
部
で
は
「
テ
ゼ
の
集
い
」
が
開
か

れ
、
そ
の
後
婦
人
会
や
青
年
会
が
食

事
を
準
備
し
、
総
勢
50
名
以
上
の
方

々
が
「
宴
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
現
在
当
教
会
で
は
大
斎
節
カ
レ
ン

ダ
ー
に
従
っ
て
毎
日
家
で
「
詩
編
拝

読
」
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
人

で
も
多
く
の
方
々
が
教
会
に
ふ
れ
あ

い
、
一
緒
に
神
様
へ
祈
り
と
感
謝
を

捧
げ
た
い
も
の
で
す
。 

（
濱
口  

俊
）
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
43

　
月
島
聖
公
会
の
あ
ゆ
み

　
月
島
の
地
に
１
９
０
０
年
に
伝
道

が
開
始
さ
れ
て
か
ら
、
関
東
大
震
災
、

第
二
次
世
界
大
戦
を
経
て
１
１
０
年
も

の
間
、
イ
エ
ス
さ
ま
の
宣
教
の
働
き
が

途
絶
え
ず
に
続
け
ら
れ
て
き
た
こ
と

に
、
大
き
な
感
謝
を
覚
え
ま
す
。

　
１
９
２
７
年
、
英
国
Ｃ
Ｍ
Ｓ
の
宣

教
師
ミ
ス･

ヘ
ン
テ
が
幼
稚
園
を
開

設
。
以
来
、
戦
争
に
よ
る
中
断
は
あ

っ
た
も
の
の
、
１
９
５
４
年
に
は
地

区
全
体
の
熱
心
な
要
望
に
応
え
、
伊

東
祐
司
祭
以
下
教
会
委
員
会
が
中
心

と
な
っ
て
聖
ル
カ
保
育
園
を
開
設
。

月
島
聖
公
会
は
そ
の
歴
史
の
時
間
の

多
く
を
、
社
会
的
に
は
弱
者
で
あ
る

幼
子
た
ち
と
そ
の
家
族
に
仕
え
る
働

き
に
献
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
に
亘
り
、
現
在
の
聖
堂

兼
園
舎
（
木
造
築
50
年
）
を
建
替
え
る

必
要
性
に
つ
い
て
の
議
論
が
教
会
、

保
育
園
、
ま
た
教
区
で
重
ね
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
教
会
は
つ
い
に

建
替
え
を
決
断
い
た
し
ま
し
た
。

　
保
育
園
は
社
会
福
祉
法
人
化
す
る

こ
と
で
公
か
ら
大
き
な
補
助
を
い
た

だ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
が
、

教
会
の
方
は
、
資
金
的
な
準
備
が
整

っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
ま
ま
進
ん
で
も

よ
い
の
か
、
恐
れ
と
不
安
を
抱
い
て

お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
月
島
の
地

で
長
き
に
亘
っ
て
続
け
ら
れ
て
き
た

幼
子
た
ち
へ
の
働
き
を
、
今
こ
こ
に

在
る
私
た
ち
が
受
け
継
ぎ
続
け
て
行

く
こ
と
は
神
さ
ま
の
み
こ
こ
ろ
で
あ

り
、
必
要
な
も
の
は
必
ず
備
え
ら
れ
る

と
信
じ
、
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
や
、
必
要
な
も
の
は
与
え
ら
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
下
町
グ
ル
ー
プ
を

初
め
と
す
る
教
会
や
、
篤
志
家
の
方

か
ら
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
沢
山

の
献
金
に
た
す
け
ら
れ
、
私
た
ち
は

今
、
教
会
と
保
育
園
（
合
築
）
の
建

築
を
、
心
か
ら
の
祈
り
を
も
っ
て
進

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
人
口
増
加
率
、
ま
た
新
生
児
出
生

率
が
突
出
し
て
大
き
い
中
央
区･

月

島
地
区
に
お
い
て
唯
一
の
礼
拝
堂
を

持
つ
新
し
い
教
会
と
し
て
、
ま
た
地

域
の
切
実
な
保
育
の
必
要
に
応
え
得

る
施
設
を
併
せ
持
つ
教
会
と
し
て
、

主
の
み
栄
え
を
表
す
器
と
さ
れ
ま
す

よ
う
に
。
皆
さ
ま
の
こ
れ
ま
で
の
お

祈
り
と
ご
協
力
に
感
謝
し
つ
つ
、
さ

ら
な
る
お
支
え
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　
　
　
　     

月
島
聖
公
会
信
徒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長  

島  

令  

子


